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１．「北」から「世界」へ・研究の「北大」研 究

教 育

地 域

ﾃﾞｰﾀ駆動

財 務

経 営

３．繋がる・拡がる連携の「北大」

４．動く・働く・確かな経営体の「北大」

５．データ駆動型の「北大」

６．次世代へ・財務エコシステムの「北大」

２，新世代高等教育の「北大」

総合大学の強み・特色ある学内研究教育資源を最大限に活用し、教育改革、組織改革、キャリア支援強化・

経済支援強化の４つの軸で全学的な大学院マネジメントにより大学院改革を加速

大学院改革

第４期中期目標期間

における「北大」の

６つのビジョン

世界の課題解決に貢献する北海道大学

• 「世界最先端研究を展開する国際的な研究教育拠点」

• 「地域に密着した基幹総合大学の新しい大学モデル像」

「比類なき」
大学へ



未来社会の開拓者を養成

大学院教育全体をマネジメントし、個々の部局だけでは解決困難な
課題解決に取り組む、全学的な組織

新組織

学修者本位の教育への抜本的な転換 機動性と柔軟性に富む大学院教育体制

【組織改革】 博士課程学生支援の強化
①総合大学の強み・特色を活かした
体系的・組織的な大学院教育の推進

②コンピテンスに基づいた学位プロ
グラムの実施

③社会のニーズに応じたリカレント
教育の展開

【教育改革】
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第４期以降の大学院改革の方向性

総合研究大学としての蓄積された資源を集中投下し、大学院改革、特に博士課程の環境改善を加速します

散在する教育資源を最適化
北大学生のブランド力向上
（社会が求める学生を輩出)

④総合大学の強みと学院・研究院制

の特色を活かした学院組織の最適化

⑤社会ニーズに対応した大学全体で

の戦略的な学生定員の管理

④学士から博士課程までの一貫

したキャリア教育の実施

⑤博士課程学生の出口の明確化、

情報発信、出口開拓

【キャリア支援強化】

④博士課程学生に対する経済的

支援の充実

【経済支援強化】

研究大学として博士課程規模を維持
持続可能な大学院組織運営を実現

学生の博士課程進学意欲の向上
研究志向の醸成



科学技術振興機構【JST】

（科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出に向けた大学ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ創設事業）

北海道大学アンビシャス博士人材フェローシップ制度

◆国の分野指定型として「情報・AI分野：１２０名」
大学ボトムアップ型として「SDGｓ：６０名」
の支援枠を獲得。

◆奨励金180万円、研究費40万円

日立製作所＋北大
北大・日立協働教育研究支援プログラム

◆日立と北大で資金を出し合い、社会課題解決に貢献できる
高度な技術の研究開発に取り組む人財を育成するため、最
大９名に対して支援。支援内容が一番充実している。

◆奨励金240万円、研究費100万円、
海外渡航費60万円 所属研究室120万円

科学技術振興機構【JST】

（次世代研究者挑戦的研究プログラム）

北海道大学DX博士人材フェローシップ制度

◆４６７名の支援枠を獲得。特に学生の研究活動に対する
支援など、様々なサポートが充実

◆奨励金年額180万円、研究費40万円＋α研究費

日本学術振興会【JSPS】

特別研究員制度

◆ JSPSが直接公募する制度。アカデミックポジションを目
指す上で、ある種のステータスとして位置付けられてお
り、DC1、DC2を合わせると毎年、９０人程度が採用さ
ている。

◆奨励金240万円、研究費150万円以内

本学で展開される
主なフェローシップ制度

大学院改革の原動力となるフェローシップ制度

全学マネジメントにより、フェローシップ制度を効果的に運用し、日本の科学技術・イノベーション

の将来を担う人材をアカデミア、産業界へ人材を輩出します。

博士課程学生が生活費相当
の奨励金と研究費の支援を
受けて研究活動を展開



Society 5.0を牽引するDX博士人材育成のための研究支援プロジェクト
≪北海道大学DX博士人材フェローシップ制度≫

総合研究大学としてのあらゆる分野の学生の可能性を広げるプロジェクトを推進します。



Society 5.0を牽引するDX博士人材育成のための研究支援プロジェクト
≪北海道大学DX博士人材フェローシップ制度≫

学生に対し、専門力に＋αの力を身につけるために様々の支援を提供します。



地域の未来社会SOUZOUプロジェクト～想像から創造へ～
≪北海道大学DX博士人材フェローシップ制度≫

抱いた“大志”を持って街に出よう

学生の強みや発想を活かし
未来を創造する

サツドラホールディングスとの共同事業
「EZOHUB SAPPORO」を拠点に活動

新たな視野や体験を通じて
自分自身のワクワクを発見

研究成果の社会実装
イノベーション創出

研究内容や研究成果を地域の発展に



サツドラホールディングスとの共同事業
「EZOHUB SAPPORO」を拠点に活動

新たな視野や体験を通じて
自分自身のワクワクを発見

地域の未来社会SOUZOUプロジェクト～想像から創造へ～
≪北海道大学DX博士人材フェローシップ制度≫

抱いた“大志”を持って街に出よう

学生の強みや発想を活かし
未来を創造する

研究成果の社会実装
イノベーション創出

研究内容や研究成果を地域の発展に

令和４年４月１２日 プロジェクト始動
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地域の未来社会SOUZOUプロジェクト～想像から創造へ～
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研究成果の社会実装
イノベーション創出

研究内容や研究成果を地域の発展に

想像から創造へ



北海道大学学務部学務企画課
大学院教育改革推進事務室 室長 川崎 直
TEL 011‐706‐5252
meil daigakuin@academic.hokudai.ac.jp

サツドラホールディングスとの共同事業
「EZOHUB SAPPORO」を拠点に活動研究内容や研究成果を地域の発展に

【問い合わせ先】


